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（8） 完成図面（工事完成図）の登録 

発注者様から交付された CAD ファイルで以下の項目が製図基準に合致していることを確認し、合致し

ていないときは、製図基準に従った名称に修正します。 

 

・CAD ファイル名 ・ラスタファイル名 ・レイヤ名 

 

特に、CAD ファイル名中に位置図やベンチマーク等の写真（.JPG）や平面図（.TIF）（以下「ラスタファ

イル」と表記することがあります。）が挿入されているときは注意が必要です。 

CAD ファイルを個別に登録するには、まず、以下の準備をしてください。 

 

・CAD ファイル名が日本語で書かれている場合や製図基準に準拠していない名称の場合は、製図基準準

拠名を先頭に付けます。 

 

例「平面図その１.SFC」→「001C0PLZ-平面図その１.SFC」（先頭の数は 3 桁の任意の数値） 

「横断図その１.SFC」→「002C0CSZ-横断図その１.SFC」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・CAD 図面に写真（.JPG）や平面図（.TIF）を貼り付ける場合は、貼り付け先の CAD ファイル名の末

尾を１からはじまる数字に置き換えたファイル名とします。 

 

例１ CAD ファイル名「001C0PLZ-平面図その１.SFC」に写真と図面を張り付けるとき 

写真 「ベンチマーク１.JPG」→「001C0PL1-ベンチマーク１.JPG」 

「ベンチマーク２.JPG」→「001C0PL2-ベンチマーク２.JPG」 

図面 「位置図１.TIF」→「001C0PL1-位置図１.TIF」 

「位置図２.TIF」→「001C0PL2-位置図２.TIF」 

例２ CAD ファイル名「002C0CSZ-横断図その１.SFC」に写真と図面を張り付けるとき 

写真 「ベンチマーク１.JPG」→「002C0PL1-ベンチマーク１.JPG」 

「ベンチマーク２.JPG」→「002C0PL2-ベンチマーク２.JPG」 

図面 「位置図１.TIF」→「002C0PL1-位置図１.TIF」 

「位置図２.TIF」→「002C0PL2-位置図２.TIF」 
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※注意１ 

CAD ファイルに写真や平面図を貼り付けるときは、任意のフォルダに CAD ファイルと写真や図面フ

ァイルを置き、電子納品用に写真や図面ファイル名を修正したのちに貼り付けてください。 

（CAD ファイル内では、貼り付けられたファイルの名称とフォルダの位置関係をもつため） 

 

※注意２ 

CAD ファイルの作成されたバージョンにより以下の制約がありますのでご注意ください。 

SXF バージョン 添付可能枚数 対応フォーマット 摘要 

SXF Ver.2.0 1 枚 TIFF（G4） 対応フォーマット限定、複数読み込み不可 

SXF Ver.3.0 以降 最大 9 枚 TIFF、JPEG 対応フォーマット拡大、複数読み込み可 

※SXF バージョンは CAD ファイルが作成されたときの設定により決まりますので、発注者様から交付された

CAD ファイルの場合は発注者様にご確認ください。 

※CAD 製図基準では、「SXF Ver.3.0 レベル 2 以上の場合、ラスタファイル数の制約を受けない。」との記載

がありますが、命名規則でラスタファイル番号は「１～９」となっており最大は 9 枚となります。これを超

えるファイルがあるときは、事前に画像編集ソフトなどでまとめてファイル数を減らす工夫が必要です。 

 

※ファイルの命名規則は以下の文書を参照してください。（令和６年４月時点） 

http://www.cals-ed.go.jp/mg/wp-content/uploads/cad7.pdf 

  

ここに注意！ 

ここに注意！ 
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電子成果品に完成図面（工事完成図）を個別登録する手順をご説明します。 

 

【工事完成図ファイルの名称が CAD 製図基準に準拠していないとき】 

※以下では、工事完成図ファイルの名称を「平面図.SFC」とします。 

①［電子納品］をクリックし「工事情報参照」画面を開き、［完成図面］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「完成図面一覧」画面に遷移するので、画面右端の［追加］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

③「図面ファイル指定」図面に遷移しますので、所定事項を入力してファイルを追加します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［指定方法］ 「参照ファイル指定」 

 パソコン等に保存されたファイルを選択する場合に選択してください。 

「文書管理内ファイル指定」 

 「文書管理」内のフォルダに保存されたファイルを選択する場合に選択してくださ

い。（補足説明を参照してください。） 

［保存先］ ［文書管理］の「その他」フォルダが設定されており、通常は変更不要です。 

［ファイル名*］ ［ファイル選択］ボタンを押下して 

開くウィンドウからファイルを選択 

します。 

 

 

 

以下の説明を参照してください。 
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［文書名*］ ［ファイル選択］で取得したファイル名が表示されます。 

［登録者］ 使用中のユーザー様の氏名が表示されます。変更はできません。 

［備考］ 任意入力で、必要に応じて入力してください。 

［版］ 任意入力で、必要に応じて入力してください。 

※「*」：必須入力 

④入力後、［追加］をクリックすると、メッセージが表示されますので［OK］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤［図面情報設定］に遷移します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

納品対象 納品対象ファイルのとき「□」にチェックを入れます。 

文書名 「図面ファイル指定」の文書名が引き継がれます。 

図面ファイル 「図面ファイル指定」のファイル名が引き継がれます。 

図面区分* 「  」をクリックすると表示されるリスト 

から選択します。 

 

 

 

 

 

全体 

システムには未登録です。作業を中
断しないでください。 

以下の説明を参照してください。 
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図面番号* 001 から始まる 3 桁で設定します。 

 

ライフサイクル* 「  」をクリックすると表示されるリストから選択します。 

通常は、「Ｃ：施工」を選択します。 

 

整理番号* 「0～9，A～Z」のいずれかを設定します。図面を枝番で関連付けるなどの用途で

使用します。例 001C0PLZ.SFC 001C1PLZ.SFC 001C2PLZ.SFC 

図面種類* 「  」をクリックすると表示されるリストから選択します。 

［図面区分］で選択された工種に応じて内容が切り替わります。 

 

 

 

 

 

ユーザ定義領域 図面内容などを記載します。全角・半角英数大文字が使えます。（任意入力） 

作成者名* 受注者名が初期表示されます。 

作成ソフトウェア名* 「  」をクリックすると表示されるリストから選択するか下段の「〇」をチェ

ックしてお使いのソフト名を入力します。 

縮尺* 「1/500」の形式で入力します。 

対象工種* 「  」をクリックすると表示される 

リストから選択します。 

［図面区分］で選択された工種に応じ 

て内容が切り替わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※注意１ ここまで入力したら画面上下いずれかの［登録］をクリックしてください。 

（画面上部） 

 

 

（画面下部） 
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［完成図面一覧］に CAD ファイルが登録されます。 

 

 

 

 

［変更］をクリックして編集を続けます。 

※注意２ 図面種類で「位置図」、「平面図」、「一般図」のいずれかが選択されているときは、「測量

成果電子納品境界座標入力支援サービスのお知らせ」等で、緯度・経度または直角平面座標をお調

べの上、編集を継続してください。 

（https://www.gsi.go.jp/KOUKYOU/sokuryosidou41017.html） 

（https://vldb.gsi.go.jp/sokuchi/surveycalc/surveycalc/xy2blf.html） 

SXF バージョン* SXF とは CAD データのファイル形式を示す言葉で、「  」をクリックすると表

示されるリストから以下の条件に応じ選択します。 

 

「2.0」： 

・SAF ファイルなし 

・CAD 図面内で参照する図面（.TIF）が 1 ファイル以内 

「3.0」「3.1」： 

・SAF ファイルあり 

・写真（.JPG）や平面図（.TIF）等が９ファイル以内 

※「3.0」は 2004 年に策定、「3.1」は 2008 年に策定されていますので、参照

ファイルが 2 ファイル以上のときは「3.1」を選択します。 

 

SXF バージョンは CAD ファイルが作成されたときの設定により決まりますので、

発注者様から交付された CAD ファイルの場合は発注者様にご確認ください。 

 

※CAD ファイル内にも SAF ファイルのバージョンが記載されていますが、専門

知識が必要なため見方の説明は省略します。 

SAF 文書名 SAF ファイルを登録するとシステムが CAD ファイル名から名称を取得します。

（入力は不要です。） 

SAF ファイル 

※CAD ソフトで生成する

属性ファイル 

［追加］をクリックして開く画面から SAF ファイルを登録します。遷移先の［SAF

ファイル設定］画面の［ファイルの選択］で SAF ファイルを登録すると「文書

名」はシステムが CAD ファイル名から名称を取得します。（入力は不要です。） 

ラスタファイル情報 ［追加］をクリックして開く画面からラスタファイルを登録します。遷移先の［ラ

スタファイル設定］画面の［ファイルの選択］でラスタファイルを登録すると「文

書名」はシステムがラスタファイルから名称を取得します。（入力は不要です。） 

追加図面種類(略語) CAD 製図基準で定義していない図面種類を追加する場合に、基準に準じた半角

英数字 2 文字の略語で記入します。 

※図面種類は発注者様と協議して決定してください。 

追加図面種類(概要) 略語の内容を簡潔に記載します。 
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受注者説明文 受注者様が記載する説明欄です。 

発注者説明文 発注者様が記載する説明欄です。 

基準点情報* 図面種類で「位置図」、「平面図」、「一般図」のいずれかを選択すると必須入力項

目になります。基準点情報は、以下の（１）か（２）のいずれかを必ず記入しま

す。測地系は共通で「02」世界測地系（JGD2011）とします。 

（１）緯度・経度を記入 

（２）平面直角座標系番号を「7」として平面直角座標（Ｘ、Ｙ）を記入 

新規レイヤ情報  

 （略語） 選択した工種で定義していないレイヤを追加する場合に、CAD 製図基準に準じ

たレイヤ名称 256 文字以内の全角文字（全角文字はユーザ定義領域に限る）及

び半角英数大文字で記入します。 

（例） D ‒ XXX ‒ A1 橋台 

 D：責任主体（S：測量、D：設計、C：施工、M：維持管理） のいずれか 

XXX：新規に定義する図面オブジェクト 

A1 橋台：ユーザ定義内容 

 （概要） 新規レイヤに関する内容を記載します。 

予備情報 必要に応じて記載します。 

※図面ファイル名の「改訂履歴」は「Z」となり自動付与されるため、「改訂履歴」の入力欄はありません。 

※画面内の入力項目名にある「*」は必須入力を表します。 

※入力を終えたら画面上下いずれかの［保存］をクリックしてください。 

（画面上部） 

 

 

（画面下部） 

 

 

 

これで完成図面を個別登録する一連の手順は終了です。 

 

【参考】CAD ファイルのバージョン             ※SXF Ver.3.1 仕様書・同解説概要編 

Ver. 主な改定内容 公開時期 

1.0 ・ レベル 1 とレベル 2 の SXF 仕様を規定  平成 12 年 

2.0 ・ フィーチャコメントファイルの拡張子を SXF から SFC に変更  

・ ラスタの追加  ・ 等高線の追加 

平成 13 年 

3.0 ・ 図面表題欄フィーチャの追加  

・ 既定義ハッチングフィーチャに Area_control の追加  

・ 属性付加機構の規定  ・ 複数画像およびカラー画像に対応 

平成 15 年 

3.1 ・ クロソイドフィーチャの追加  ・ 弧⾧寸法フィーチャの追加  

・ 属性付加機構の改訂 

平成 19 年 

※令和 8 年時点の最新 SXF バージョンは 3.1 です。  

［登録］後はボタン名が［保存］に変わります。 
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【工事完成図ファイルの名称が CAD 製図基準に準拠しているとき】 

発注者様から CAD 図面が支給され、当該図面を修正して工事完成図を納品するときは以下の区分で

図面情報を登録してください。 

・発注者様から支給されたファイルの名称が CAD 製図基準に準拠しているときは、以下の説明を参照

してください。 

  CAD 製図基準に準拠しているファイル名の例 「001C0PL0-平面図.SFC」 

 

・発注者様から支給されたファイルの名称が CAD 製図基準に準拠していない、または、受注者様が作

成した任意のファイルのときは、前項【工事完成図ファイルの名称が CAD 製図基準に準拠していない

とき】を参照してください。 

   CAD 製図基準に準拠しているファイル名の例 「01 平面図.SFC」、「C0LC777Z.SFC」など 

 

※以下では、工事完成図ファイルの名称を「001C0PL0-平面図.SFC」とします。 

①［電子納品］をクリックし「工事情報参照」画面を開き、［完成図面］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「完成図面一覧」画面に遷移するので、画面右端の［追加］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

③「図面ファイル指定」図面に遷移しますので、所定事項を入力してファイルを追加します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［指定方法］ 「参照ファイル指定」 

 パソコン等に保存されたファイルを選択する場合に選択してください。 

「文書管理内ファイル指定」 

以下の説明を参照してください。 
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 「文書管理」内のフォルダに保存されたファイルを選択する場合に選択してくださ

い。（補足説明を参照してください。） 

［保存先］ ［文書管理］の「その他」フォルダが設定されており、通常は変更不要です。 

［ファイル名*］ ［ファイル選択］ボタンを押下して 

開くウィンドウからファイルを選択 

します。 

 

 

 

［文書名*］ ［ファイル選択］で取得したファイル名が表示されます。 

［登録者］ 使用中のユーザー様の氏名が表示されます。変更はできません。 

［備考］ 任意入力で、必要に応じて入力してください。 

［版］ 任意入力で、必要に応じて入力してください。 

※「*」：必須入力 

④入力後、［追加］をクリックすると、メッセージが表示されますので［OK］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤［図面情報設定］に遷移します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体 

システムには未登録です。作業を中
断しないでください。 

以下の説明を参照してください。 
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納品対象 納品対象ファイルのとき「□」にチェックを入れます。 

文書名 「図面ファイル指定」の文書名が引き継がれます。 

図面ファイル 「図面ファイル指定」のファイル名が引き継がれます。 

図面区分* 「  」をクリックすると表示されるリスト 

から選択します。 

 

 

 

 

 

図面番号* ファイル名の先頭 3 桁の数字を設定します。（例 001） 

ライフサイクル* ファイル名の先頭から 4 桁目の記号を 

「  」をクリックすると表示されるリストから選択します。 

整理番号* ファイル名の先頭から 5 桁目の数字は原則として変更しません。 

図面を枝番で関連付けるなどの用途で必要なときは、「0～9，A～Z」のいずれか

を設定します。例 001C0PLZ.SFC 001C1PLZ.SFC 001C2PLZ.SFC 

図面種類* ファイル名の先頭から 6 桁目から 7 桁目の記号を 

「  」をクリックすると表示されるリストから選択します。 

［図面区分］で選択された工種に応じて内容が切り替わります。 

 

 

 

 

ユーザ定義領域 ファイル名の「-」に続き付されている内容を記載します。任意で図面の内容を記

載することも可能です。全角・半角英数大文字が使えます。 

作成者名* 受注者名が初期表示されます。 

作成ソフトウェア名* 「  」をクリックすると表示されるリストから選択するか下段の「〇」をチェ

ックしてお使いのソフト名を入力します。 

縮尺* 「1/500」の形式で入力します。 

対象工種* 「  」をクリックすると表示される 

リストから選択します。 

［図面区分］で選択された工種に応じて 

内容が切り替わります。 
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※注意１ ここまで入力したら画面上下いずれかの［登録］をクリックしてください。 

（画面上部） 

 

 

（画面下部） 

 

 

［完成図面一覧］に CAD ファイルが登録されます。 

 

 

 

 

［変更］をクリックして編集を続けます。 

※注意２ 図面種類で「位置図」、「平面図」、「一般図」のいずれかが選択されているときは、「測量

成果電子納品境界座標入力支援サービスのお知らせ」等で、緯度・経度または直角平面座標をお調

べの上、編集を継続してください。 

（https://www.gsi.go.jp/KOUKYOU/sokuryosidou41017.html） 

（https://vldb.gsi.go.jp/sokuchi/surveycalc/surveycalc/xy2blf.html） 

SXF バージョン* SXF とは CAD データのファイル形式を示す言葉で、「  」をクリックすると表

示されるリストから以下の条件に応じ選択します。 

 

「2.0」： 

・SAF ファイルなし 

・CAD 図面内で参照する図面（.TIF）が 1 ファイル以内 

「3.0」「3.1」： 

・SAF ファイルあり 

・写真（.JPG）や平面図（.TIF）等が９ファイル以内 

※「3.0」は 2004 年に策定、「3.1」は 2008 年に策定されていますので、参照

ファイルが 2 ファイル以上のときは「3.1」を選択します。 

 

SXF バージョンは CAD ファイルが作成されたときの設定により決まりますので、

発注者様から交付された CAD ファイルの場合は発注者様にご確認ください。 

 

※CAD ファイル内にも SAF ファイルのバージョンが記載されていますが、専門

知識が必要なため見方の説明は省略します。 

SAF 文書名 SAF ファイルを登録するとシステムが CAD ファイル名から名称を取得します。

（入力は不要です。） 

SAF ファイル 

※CAD ソフトで生成する

属性ファイル 

［追加］をクリックして開く画面から SAF ファイルを登録します。遷移先の［SAF

ファイル設定］画面の［ファイルの選択］で SAF ファイルを登録すると「文書

名」はシステムが CAD ファイル名から名称を取得します。（入力は不要です。） 
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ラスタファイル情報 ［追加］をクリックして開く画面からラスタファイルを登録します。遷移先の［ラ

スタファイル設定］画面の［ファイルの選択］でラスタファイルを登録すると「文

書名」はシステムがラスタファイルから名称を取得します。（入力は不要です。） 

追加図面種類(略語) CAD 製図基準で定義していない図面種類を追加する場合に、基準に準じた半角

英数字 2 文字の略語で記入します。 

※図面種類は発注者様と協議して決定してください。 

追加図面種類(概要) 略語の内容を簡潔に記載します。 

受注者説明文 受注者様が記載する説明欄です。 

発注者説明文 発注者様が記載する説明欄です。 

基準点情報* 図面種類で「位置図」、「平面図」、「一般図」のいずれかを選択すると必須入力項

目になります。基準点情報は、以下の（１）か（２）のいずれかを必ず記入しま

す。測地系は共通で「02」世界測地系（JGD2011）とします。 

（１）緯度・経度を記入 

（２）平面直角座標系番号を「7」として平面直角座標（Ｘ、Ｙ）を記入 

新規レイヤ情報  

 （略語） 選択した工種で定義していないレイヤを追加する場合に、CAD 製図基準に準じ

たレイヤ名称 256 文字以内の全角文字（全角文字はユーザ定義領域に限る）及

び半角英数大文字で記入します。 

（例） D ‒ XXX ‒ A1 橋台 

 D：責任主体（S：測量、D：設計、C：施工、M：維持管理） のいずれか 

XXX：新規に定義する図面オブジェクト 

A1 橋台：ユーザ定義内容 

 （概要） 新規レイヤに関する内容を記載します。 

予備情報 必要に応じて記載します。 

※図面ファイル名の「改訂履歴」は、納品時に「Z」となり自動付与されるため、「改訂履歴」の入力欄はあ

りません。 

「001C0PL0-平面図.SFC」では先頭から 8 桁目の「0」⇒「001C0PLZ-平面図.SFC」となります。 

※画面内の入力項目名にある「*」は必須入力を表します。 

※入力を終えたら画面上下いずれかの［保存］をクリックしてください。 

（画面上部） 

 

 

（画面下部） 

 

 

 

これで完成図面を個別登録する一連の手順は終了です。 

注意！ 愛知県電子納品運用ガイドライン 令和 8 年 3 月版が適用されている間、国土交通省の電子

納品チェックシステムは、Ver.20.0.0 を使用してください。 

［登録］後はボタン名が［保存］に変わります。 


